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第 5章では，酸化物高温超伝導体と同様その超伝導発現機構に興味がもたれている低キャリア濃度超伝導体Pb (Tl) 
Te に対し，トンネル分光法を用いて初めて母体PbTe の価電子帯中に 2つの準局在化した Tl不純物電子状態が存在す
ることを直接観察することに成功しており，またキャリア輸送特性，超伝導特性の観察から，この系の超伝導がこれら
Tl 不純物バンドにおける伝導キャリアの共鳴散乱と密接に関わっていることを明らかにしている。










ら， BizSrzCaCuzOa + x と同様に異方的S波超伝導体の可能性を指摘している。
















(3) BizSrzCaCuzOa+x において STM/STS 同時観察により，単位格子内各原子面に対応する超伝導ギャップ構造の分
別観察に成功して発表した結果は，現在まで国内外で報告されていた各種スペクトルの判別基準を与えるものとして
広く学会で注目されている。
(4) 低雑音の高次微分コンダクタンススペクトル解析の結果，超伝導ギャップの外側に微細構造を検出し， Eliashberg 
ギャップ方程式による解析により，これらが酸化物内の光学フォノンスペクトルと対応することを明らかにしている。
このことは高温超伝導電子対結合にフォノンが関与することを示唆している。
以上のように，独自に開発した量子トンネル分光技術により，高温超伝導酸化物の電子状態及ひ、電子間相互作用につ
いて多くの新たな知見を得ており，電気電子工学に寄与するところが大きい。
よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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